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表１ 検量線適合性評価試料 

収穫年 
2005 

2004 

2005 

2004 

2005 

2005 

2005

春 

春 

春 

秋 

春 

春 

春 

1）検量線作成用試料と同じもの 

  重量規格1） 

栽培年次 

生産者 

産地および収穫時期 

表面の状態 

貯蔵 

変動要因 
適合性評価試料 

収穫時期 産地 規格 
後志地方 

後志地方 

後志地方 

十勝地方6産地 

十勝、網走地方各1産地 

後志地方 

後志地方 

M～3L 

M～3L 

2L 

2L 

2L 

M～3L 

M～3L 

 

試料本数 試料の状態 
20 

20 

12 

12 

12 

5 

20

おがくず 

おがくず 

おがくず 

おがくず 

おがくず 

泥付き、水濡れ 

おがくず 

���������	

図２ 測定模式図 

光センサー本体 

長さ測定センサー 

PKコンベア 

透過性を測定 

進行方向 
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図３ スペクトルデータの解析部位 

肩部 胴部 尻部 

3cm 3cm

図４ 供試試料の品質分布（乾物率，％） 
2005年春堀ナガイモ（ｎ＝176） 
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数 

図５ 供試試料の品質分布（ねばり，RVU） 
2005年春堀ナガイモ（ｎ＝176） 
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図６ 評価用試料の実測値と推定値の関係（乾物率，％）
2005年春堀ナガイモ 
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推
定
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SEP 0.60

図７ 評価用試料の実測値と推定値の関係（ねばり，RVU）
2005年春堀ナガイモ 
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表３ 重量規格の異なる試料への検量線適合性評価 

18.2 

18.9 

20.3 

20.1 

125 

117 

134 

117 

最大値 
11.0 

7.2 

9.1 

12.6 

56 

51 

44 

55 

最小値 
15.0 

15.5 

14.6 

15.5 

86 

78 

72 

77 

平均値 
0.50 

0.60 

0.64 

0.50 

8.5 

8.2 

8.1 

6.3 

SEP 

乾物率 
（%） 

ねばり 
（RVU） 

１）検量線評価に用いた胴部と尻部の部位数 
2005年春堀ナガイモ 

評価用試料実測値 

M 

L 

2L 

3L 

M 

L 

2L 

3L 

区分 
評価用 
試料数1） 

38 

57 

43 

38 

38 

57 

43 

38 

表４ 栽培年次の異なる試料への検量線適合性評価 

18.4 

116 

最大値 
12.1 

59 

最小値 
15.6 

83 

平均値 
0.55 

9.8 

SEP 

2004年春堀ナガイモ 

評価用試料実測値 評価用 
試料数 
173 

173 

乾物率（%） 

ねばり（RVU） 

表５ 生産者の異なる試料への検量線適合性評価 

18.4 

15.4 

18.0 

16.8 

111 

95 

101 

102 

最大値 
11.7 

8.9 

10.8 

13.3 

63 

52 

57 

66 

最小値 
15.7 

12.7 

14.4 

14.5 

89 

72 

76 

81 

平均値 
0.55 

0.51 

0.49 

0.49 

6.7 

4.7 

7.4 

7.5 

SEP 

乾物率 
（%） 

ねばり 
（RVU） 

2005年春堀ナガイモ 
Aは検量線作成に用いた試料の生産者 

評価用試料実測値 

A 

B 

C 

D 

A 

B 

C 

D 

生産者 
評価用 
試料数 
24 

24 

24 

23 

24 

24 

24 

23 

表２ 光センサーによる乾物率推定値の 
            繰り返し精度 

光センサー推定値（各10反復測定） 

CV%：変動係数 
2005年春掘ナガイモ 

重量 
規格 

M 

L 

2L 

3L

14.0 

14.8 

16.4 

16.2 

14.5 

14.5 

15.7 

14.3

実測値 

14.4 

14.4 

15.6 

16.0 

14.4 

15.4 

15.2 

14.8

平均値 
14.7 

14.7 

15.9 

16.4 

15.0 

15.7 

15.6 

15.2

最大値 
14.0 

14.2 

15.4 

15.5 

13.9 

15.0 

14.9 

14.3

最小値 
0.7 

0.5 

0.5 

0.9 

1.1 

0.7 

0.8 

0.9

差 
0.7 

0.5 

0.5 

0.9 

1.1 

0.7 

0.8 

0.9

CV%
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表６ 産地および収穫時期の異なる試料への検量線適合性評価 

17.0 

18.8 

18.6 

21.9 

17.8 

19.9 

18.0 

16.7 

91 

124 

142 

131 

97 

108 

97 

96

最大値 
11.7 

14.0 

13.4 

16.3 

13.9 

14.7 

13.8 

13.4 

61 

71 

76 

73 

66 

62 

67 

59

最小値 
14.7 

16.7 

15.5 

18.2 

15.7 

17.2 

14.9 

15.0 

73 

98 

103 

87 

83 

82 

79 

80

平均値 
0.49 

0.75 

0.71 

0.52 

0.59 

0.61 

0.56 

0.46 

5.6 

8.7 

9.7 

10.5 

6.4 

9.4 

10.3 

10.7

SEP

乾物率 
（%） 

ねばり 
（RVU） 

評価用試料実測値 

A 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

A 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G

農協 

十勝 

網走 

十勝 

網走 

地方 
収穫 
時期 
2005春 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2005春 

2005春 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2004秋 

2005春 

 

評価用 
試料数 
22 

24 

24 

26 

22 

24 

24 

24 

22 

24 

23 

26 

22 

24 

24 

24

表７ 表面の状態が異なる試料への検量線適合性評価 

17.1 

18.2 

19.0 

20.5 

20.5 

88 

94 

104 

124 

124 

最大値 
14.6 

9.1 

13.8 

15.0 

9.1 

64 

55 

75 

77 

55 

最小値 
15.8 

14.9 

16.6 

17.3 

16.2 

74 

75 

89 

95 

83 

平均値 最小値 平均値 
0.44 

0.71 

0.44 

1.44 

0.86 

10.4 

5.6 

2.3 

14.5 

10.8 

0.70 

1.30 

1.34 

1.76 

1.33 

10.3 

7.5 

10.5 

16.6 

14.8 

SEP 

乾物率 
（%） 

ねばり 
（RVU） 

2005年春堀ナガイモ 

評価用試料実測値 

M 

L 

2L 

3L 

全体 

M 

L 

2L 

3L 

全体 

規格 
評価用 
試料数 
10 

10 

10 

10 

40 

10 

10 

10 

10 

40 

表８ 貯蔵期間の異なる試料への検量線適合性評価 

20.3 

19.5 

18.0 

134 

126 

127 

最大値 
7.2 

8.7 

10.6 

44 

63 

58 

最小値 
15.2 

15.9 

13.9 

78 

87 

83 

平均値 
0.60 

0.76 

0.76 

8.0 

9.3 

9.4 

SEP 

乾物率 
（%） 

ねばり 
（RVU） 

設定条件：2℃、RH95％ 
2005年春堀ナガイモ 

評価用試料実測値 

0 

2 

4 

0 

2 

4 

貯蔵期間 
ヶ月） 

評価用 
試料数 
176 

112 

110 

176 

112 

110 
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表９ 本研究で作成した検量線の適用範囲 

重量規格 

栽培年次 

生産者 

産地および収穫時期 

泥付き 

表面の状態 

水濡れ 

規格 変動要因 
M 

L 

2L 

3L 

 

 

 

M 

L 

2L 

3L 

M 

L 

2L 

3L

乾物率 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

ねばり 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

要検討 

○ 

○ 

○ 

要検討 

○ 貯蔵 
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